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A
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便所

マンホール 450□

倉庫
(B2-1)

A階段

UP

蓄電池室

B階段

UP

450ロ

廊下(B)

清掃員室

L

清掃用具倉庫

PS

湯沸(2)

自家発電機室

オイルタンク置場

電気室
(FL±0)

上部タレ壁

(スラブ天端 FL+3200)
上部 二重スラブ

廊下(A)

マンホール 450

マンホール 450

マシンハッチ

ピット

EV
11人乗

EVホール

倉庫(B2-4)

倉庫 (B2-3)
上部D.C

ガスメーター室

マンホール500φ
H=1000

空調機械室
スラブ下受水槽(2)

マンホール500φ
立上りH=300

マンホール 450□

スラブ受水槽(1)

750X1460(設備工事)

非常用EV

17人乗

D.S

D.S

排煙
乗降ロビー

消防隊専用栓
消火器箱

排煙
給気D.S

消防用槽

スラブ下

倉庫
(B2-2)

スラブ下

水槽蓋

技術員室
ﾋﾟｯﾄ

上部荷物用

上部DS

マンホール 450
湯沸（1）

450ロ

750X1460(設備工事)

上部ES

L-B2P-B2

接地端子盤

P-B2-1

P-B2-2

P-B2-3

EV

中央管理室

消火器箱消火栓

排水桝

水槽蓋

排水溝(グレーチング蓋)

手洗器

手洗器

鉄骨二重床 コンクリート間仕切壁

自家発電機室

壁、天井:RW吸音材 t30

クリンプネット押

コントロール室

内装、タレ壁、

等一式

中央管理室

内装、洗面器、

等一式

コンクリート

間仕切壁、建具等

流し台、内装、

等一式

衛生機器、内装、

等一式

排煙DS、消火栓、EV本体、DS、PS、

小梁、雑壁、建具、等一式

鉄骨二重床

排煙吸気口コンクリートシャフト、

手洗、建具等

コンクリート間仕切壁、

建具

流し台、吊戸棚、

内装、等一式

EV本体

SD
4

SD
4

SD
4

SD
4

SD
5

SD
10

SD
1

SD
1

SD
7

WD
4

SD
5

WD
4

WD
1

SD
15

SD
11

SD
6

SD
7

SD
12

SD
13

SD
15

消火器箱消火栓

A階段

UP
廊下(A)

上部マシンハッチ

受水槽室・空調機械室

B階段
450ロ

マンホール 450

立上りH=300
マンホール500φ

750X1460 消防用槽

水槽

マンホール 450□

マンホール 450

マンホール 450

マンホール500φ
H=1000

倉庫B1

倉庫B3

倉庫B2

電気室

倉庫B4

倉庫B5

倉庫B7

倉庫B6
EPS

接地端子盤

P-B2-1

P-B2-2

P-B2-3

750X1460

UP廊下(B)

EVホール

倉庫B9

ピット

上部D.C

自家発電機室

上部

DS(OA)

上部EPS

EV
11人乗

倉庫B8

設備点検
スペース

PS

湯沸室

コントロール室

上部、既存RCタレ壁

(スラブ天端 FL+3200)
上部 二重スラブ

2000X4000

サービスEVホール

450ロ

監視盤
(電気設備工事)

排水溝(グレーチング蓋)

消火栓

P.S

人荷用EV

廊下(C)

マンホール 450□

倉庫B1

内装一式

コントロール室

内装、タレ壁、

等一式

倉庫B4

内装一式

倉庫B8

内装一式倉庫B7 内装一式

EPS

人荷用EV、シャフト整備

PS、消火器ボックス等

乗用EV(11人乗)×1

予備シャフト×1

受水槽基礎、

空調機器用

基礎等 SD
4

SD
4

SD
11

SD
5

SD
5

SD
10

SD
1

SD
1

SD
6

SD
B06

SD
B03

LSD
B01

SD
B07

LSD
B01

SF
B01

SD
4

SD
4

SD
13

SD
12

SD
7
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地階現況図・撤去図 地階改修図

NP

R

QO
撤去

建具符号

存置

新設

建具符号

既存を調整
再塗装

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 文化棟改修計画1.建築計画概要 □ 地階　改修平面図

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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A

B

C

D

E

F

A階段

B階段
UP

消火器箱消火栓
廊下(B)

PS
EVホール

水勾配

非常用EV
17人乗

D.S

P.S

EPS

乗降ロビー

排煙

荷物用EV

DS

DN

DS

リフト

SK

DS

(花崗岩)食品搬入囗
EPS

倉庫 (B1-2)

物入
(B1-3)

物入
(B1-4)

(花崗岩)

多目的

CHD.S
排煙車寄せ

(花崗岩)

仮作案員詰所

水勾配

水勾配

水勾配

床：アスファルト舗装

ピロティ

マシンハッチ

水上(FL-70)水下(FL-170)

タラップ UPDN

排煙

給気D.S

D.S

物入
(B1-1)

身障者用便所
D.S

(FL±0)

車寄せ
(花崗岩)

(花崗岩)
(FL±0)

水勾配
1/200

展示用搬入室

(花崗岩)

(花崗岩)

D.S

シャッター

アコーディンドア

排
水

溝
フ

タ
35
0ｘ

10
00
（

グ
レ

ー
チ

ン
グ
）

上部スロープ

排煙吸気孔

便所

管理員室

Ｈ

消火器箱
消防隊専用栓

倉庫1

倉庫2

倉庫3 倉庫4

EV
11人乗

EV
11人乗

UPUP

スロープ

消火栓、

消火器ボックス

物入、付属建具、排煙吸気口、

雑壁、排煙吸気DS

排煙DS、消火栓、EV本体、DS、PS、

小梁、雑壁、建具、等一式

EV本体、

区画壁

倉庫間仕切壁、

等一式

マシンハッチ

衛生機器、内装、

建具等一式

床:雑コン押え、

花崗岩仕上、

アス防水層

流し台、内装、

等一式

EV本体

袖壁

SLD2

床:アスコン押え、

排水側溝

アス防水層

内装一式 DS,PS、物入、建具、等一式

雑壁、建具撤去。

DS、EPS、SK、小荷物リフト、雑壁、建具、等一式。

床開口部は閉塞。

SSD
3

SD
7

SD
1

SD
6SD

4床:雑コン押え、

花崗岩仕上、アス防水層

ユニット

ハウス

全て

SLD1

SD
7

AW
17

AW
17

SD
1

SD
6

SS
2

SS
1

SD
7

SLW
2

SD
6

A階段

B階段
UP

消火栓
廊下(B)

管理員室

EPSサービスEVホール

職員更衣室(男)

CH来客用ポーチ

UP

車寄せ

(FL±0)

排
水

溝
フ
タ

35
0ｘ

10
00
（

グ
レ

ー
チ
ン

グ
）

マシンハッチ

植込

(FL±0)

EV
11人乗

来客用

(FL±0)

職員用ポーチ

Ｈ

Ｈ
既設H.H.

倉庫11

廊下(A)

バリアフリー

タラップ

DS13

展示用搬入室DS12(OA)
人荷用EV

屋外用倉庫機械室

水勾配 水勾配
水上(FL-70)水下(FL-170)

水勾配
水上(FL-70)水下(FL-170)

シャフト
予備

(FL±0)

(FL-40)

水勾配

(FL-40) (FL-40)

(FL-70)(FL-170)(FL-130) (FL-100)

EVホール
DS11(EA)

2000X4000

PS

ピロティ

職員更衣室(女)

スロープ
UP

UP
HW40

HW
4
0

HW40 HW40

消火器箱

スロープ

スロープ

消火栓

P.S

誘導標識
視覚障害者

水勾配

トイレ

サービスEVホール

内装一式、RC区画壁、通用口

バリアフリートイレ 

そのままPS扉部のみ閉塞し

タイル貼
来客用EVホール等

内装一式

来客用ポーチ

床:磁器質タイルA+雑コン押え

+高分子シート防水

排水溝 

※排水溝より外部は外構工事で計上

機械室、PS、内装一式

マシンハッチ

既製品:2000×4000

倉庫11

内装一式、

LGS区画壁、

建具等

職員用ポーチ

床:磁器質タイルA+雑コン押え

+高分子シート防水

ピロティ

床:樹脂塗床+雑コン押え

+高分子シート防水

人荷用EV、シャフト整備

PS、消火器ボックス等

内装一式

SD
B07

SD
B05

AW
B17

SSD
B01

SD
B06

LSD
B01

SS
B02

SD
B01

SS
B01

SD
B05

SD
B13

SD
B06

SD
B06

SD
B07

SD
1

SSD
3

SD
B16

SD
7

AW
17

AW
17

内装一式

インターホン

(電気工事)

乗用EV(11人乗)×1

予備シャフト×1

職員更衣室(男)、(女)、

PS、内装一式
屋外階段(幅員1350)

※ホール棟で計上
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1階現況図・撤去図 1階改修図

NP
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存置

撤去

建具符号 新設

建具符号

再塗装
既存を調整

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 文化棟改修計画1.建築計画概要 □ 1階　改修平面図

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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A

B

C

D

E

F

A階段

B階段

UP

消火栓

EVホール

非常用EV
17人乗

D.S

P.S

乗降ロビー荷物用EV

D.S

SK

D.S

EPSCH
D.S

タラップ
UP

(FL±0)

D.S

UP

DN

EPS

PSDS

給湯室

男子便所女子便所

△

植込

排煙吸気孔

植込

通用口
△

TEL台

植込

ピロティー(FL±0)

玄関 風除室

倉庫 市政コーナー

植込

休憩室

スロープ

市民ホール

(FL±0)

便所

タラップ

D.S

植込

植込

コンコース

消火器箱
消防隊専用栓

グリルシャッター

消火
器箱

EV
11人乗

EV
11人乗

グリルシャッター

AW控え

AW方立の
補強

50φ

吹抜

100φ

吹抜
タラップ

6
EXP.J

館名板(移設)

EXP.J

便所(男)、(女)、PS、

給湯室等

排煙吸気口

排煙DS、消火栓、EV本体、

DS、PS、小梁、雑壁、等一式

EV本体

消火栓、

消火器ボックス

内装一式全撤去

床:花崗岩仕上、レベル調整雑コンとも

壁:大理石仕上等

バルコニー

EPSそのまま

DS、便所、倉庫、

市政コーナー、

等一式

EV本体、

区画壁

ピロティそのまま

風除室そのまま

SCW
6

TD
2

SD
1

SLW
3

AW
17

SLW
4

SLW
15

SLW
14

SLW
5

AW
17

WD
4

DS、EPS、SK、

小荷物リフト、休憩室、

サッシ補強鉄骨、建具、

グリルシャッター、等一式。

床開口部は閉塞。

SD
1

WD
3

WD
1

WD
1

SLD
5

SD
7

SD
7 A階段

B階段

EVホール

サービスEVホール

EPS
CH

DS23

UP

(FL±0)

UP

DN

EPS

通用口
△

ピロティー(FL±0)

玄関 風除室

EXP.J

植込

植込

※自然排煙に

コンコース

EV
11人乗

消火器箱消火栓
廊下(B)

便所(女）

廊下(A)

UP
消火器箱

廊下(B)

便所(男）

指定管理者事務室

・総合受付

・チケット売り場

・交流サロンカウンター

△

PS

スロープ

植込

DS22(OA)

タラップ

DS24

DS21(EA)
SK

交流サロン・ライブラリー
(FL±0)

来客用
シャフト
予備

1,800

授乳室

車いすカウンター

バリアフリートイレ

吹抜

EXP.J

HW40HW40

HW
3
0

P.S

人荷用EV

植込

乗用EV(11人乗)×1

予備シャフト×1

風除室そのまま

便所(男)、

(女)、SK

バリアフリートイレ

授乳室、EPS、

PS、DS等

指定管理者事務室、

カウンター

床スラブ

床:磁器質タイルA+雑コン押え

内装一式

人荷用EV、シャフト整備

PS、消火器ボックス等

SSD
B03

SD
B09

SD
B08

SD
B07

LHD
B02

LHD
B03

SD
B06

LHD
B03

LSD
B04

SD
1

TD
2

AW
B01

SD
B06

SLW
3

LHD
B01

SD
B01

LHD
B01

LSD
B01

AW
17

SLW
4

SLW
5

SLW
15

SLW
14

AW
17

LHD
B01

植栽(あじさい)

※外構工事で計上

屋外階段(幅員1750)

※ホール棟で計上

床スラブ
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2階現況図・撤去図 2階改修図
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存置
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建具符号 新設

建具符号

再塗装
既存を調整

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 □ 2階　改修平面図文化棟改修計画

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す

1.建築計画概要
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A

B

C

D

E

F

A階段

B階段

UP
消火器箱消火栓

廊下(B)

PSEVホール

非常用EV

17人乗

D.S

P.S

EPS

乗降ロビー

消火器箱

荷物用EV

DS

DS

リフト

SK

D.S

EPS

物入

男子便所

CHD.S
排煙

食堂

タラップ
UP

排煙

D.S

D.S

廊下(A)

厨房

カウンタータラップ

倉庫

女子便所

風除室屋根

カウンター

喫茶室

小荷物リフト

パントリー

ショーケース

スロープ

UP

L-2

P-2
WD

消防隊専用栓

EV
11人乗

EV
11人乗

パーテーション

パーテーション

DN
スロープ

渡り廊下

スロープ

DN

UP通路

ホール

前室

ロビー

厨房前室

区画壁、EXPJ、

建具等

壁クロス、

床プラスチックタイル等

EV本体 便所(男)、(女)、

PS、給湯室等

DS、EPS、SK、

小荷物リフト、

パントリー、床造作、

建具、等一式。

床開口部は閉塞。

手洗

壁クロス、

床プラスチックタイル等

DS、パーテーション、建具、等一式

EV本体、区画壁

区画壁、カウンター、

建具、および内装一式

排煙DS、消火栓、EV本体、DS、PS、

小梁、雑壁、乗降ロビー、等一式

SLW
11

SD
1

AW
1

内装一式

×3
AW
B10

SLW
10

SLW
9

SLW
12

SLW
13

AW
17

AW
17

WD
4

SD
1

WD
3

SLD
9

WD
1

WD
1

TD
1

TD
1 SD

7

SD
10

SD
17

AW
15

AW
16

A階段

交流ロビー

サービスEVホール

タラップ
UP

倉庫31

展示室

P-3

L-3

EPS

風除室

屋根

廊下(A)

外部コンコース
屋外吹抜け

B階段

EPS
CH

DS33

EV
11人乗

消火栓
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1.建築計画概要 文化棟改修計画 □ 3階　改修平面図尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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文化棟改修計画1.建築計画概要 □ 4階　改修平面図尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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文化棟改修計画1.建築計画概要 □ 5階　改修平面図尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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文化棟改修計画1.建築計画概要 □ R階　改修平面図尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す
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減築対象部分を示す

赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 □ 7階・8階　改修平面図文化棟改修計画1.建築計画概要
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赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 □ 9階・10階　改修平面図文化棟改修計画1.建築計画概要
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赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す
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２－１．ホール棟構造計画概要 

（１）構造計画概要

１）構造概要

ホール棟は大ホール、舞台、多目的ホール、ホワイエなどの大きな吹抜け空間とそれらを結ぶ複数の階段

廊下と関係諸室で構成される複雑な計画となっている。

ホール、舞台などの大空間の屋根は鉄骨トラスにて設計されており、これらトラスを主架構で支持するた

め、３階～最上階は鉄骨鉄筋コンクリート構造として設計されている。

２階、１階、および地下階は鉄筋コンクリート造として設計されている。

図 1-1 にホール棟の構造概要を示す。

 図 1-1. ホール棟構造概要 

以下にホール棟の主架構の構造種別、基礎種別を示す。 

〇 構造種別 地下２階～２階 鉄筋コンクリート造 

３階～最上階 鉄骨鉄筋コンクリート造 

ホール屋根他大スパン屋根  鉄骨トラス造 

〇 基礎種別 既成コンクリート杭 セメントミルク注入工法 杭⾧ 12～15ｍ 

２）耐震要素

ホール棟は大ホールを中心として音響環境等に配慮して、各空間を仕切る壁の多くを鉄筋コンクリート造

耐震壁として設計されている。

外力に対する主な耐震要素は各階の主柱、梁のメインフレームと耐震壁である。

とりわけ耐震壁が大きな役割を担っており、耐震壁に強度抵抗型の構造となっている。

現地調査の結果、耐震壁の要件を満たさない壁が確認された場合には、調査結果を適切に反映して耐震壁

の評価を行う。

図 2-1. 2 階耐震壁配置伏図 

 は原設計時に耐震壁として設定されている壁を示す。 

３）耐震安全性の目標

構造体の耐震安全性の分類は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説」（令和３年版）における

Ⅲ類とする。

具体的には「大地震に対して、人命の安全確保が図られるよう、部分的な損傷は生じるものの、倒壊、部

分崩壊などの大きな損傷は発生せず、著しい耐力低下が生じないようにする。」構造とする。

この目標は現行の建築基準法及び同施行令が要求しているレベルに相当する。

（大地震動とは建築基準法において規定する極めて稀に発生する地震動を指す）

４）準拠基準

本業務仕様書により、以下の諸基準により耐震診断を行う。

〇 尼崎市耐震診断・耐震補強設計業務委託共通仕様書

〇 官庁施設の総合耐震・対津波計画基準および同解説

〇 官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

〇 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・改修基準

〇 建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事
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（２）耐震診断概要

１）耐震診断方針

ホール棟は大ホール客席、大ホール舞台、多目的ホールなど、大きな吹抜けが存在しているがこれらの空

間を囲む壁の多くは耐震壁として設計されており、比較的耐震壁の多い構造となっている。

また、これら吹抜けの空間のため、地震力により生じた水平力が屋根面を介してどのように伝達されるか

ということを十分に考慮して耐震診断を行う。

〇建物のモデル入力は構造設計一貫計算ソフトにて行う。

 建物重量は構造設計一貫計算ソフトにより算出された重量を採用する。 

〇耐震診断結果判定のための構造計算指標を算出するための保有水平耐力計算は節点振り分け法による。 

〇保有水平耐力算出時の層間変形角は 1/250 時点を採用する 

〇コンクリート、鉄筋などの使用材料は原則として設計図通りのものを採用する。さらに耐震診断のため 

の現地調査により得られた情報を適切に評価し、診断計算に反映させるものとする。 

２）判定基準

耐震安全性の判定は「官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説」による。

目標値は下記による

・構造耐震指標 GIs＝ ୕୳

（୍・α・୕୳୬)
＞ 1.00 

GIs 構造耐震指標 

Qu 保有水平耐力（KN） 

Qun 必要保有水平耐力（KN） 

・重要度係数 I＝1.0 （Ⅲ類） 

・必要保有水平耐力の補正係数 α＝（αୢ ・α୫）

୙
＝ 1.11 

αd 靭性能補正係数 

αm モデル化による補正係数 

U 劣化係数 U＝min（T,Q） T:経年係数 Q:品質係数 

３）ゾーニングと水平力の移行について

ホール棟は大ホール、舞台、多目的ホールなど、屋根レベルの違う大きな吹抜け空間を有する構造のため、

原設計では地震力、風圧力などの水平力はそれぞれの屋根面を介して各架構および耐震壁に伝達されるよ

う設計されている。

設計段階でゾーニングによる水平力の伝達が想定されており、この度の耐震診断では原設計のゾーニング

計画の考え方を踏襲して耐震診断を行う。図 3-1 にゾーニングの考え方を示す。

図 3-1. ゾーニング伏図 

４）耐震補強方針

〇 耐震性が不足した場合には耐震壁の新設または、既存壁の増し打ちによる補強を計画する。

ホール棟の機能を損なわぬよう、新たな耐震壁を配置することは特に Y 方向において非常に困難で

あるため、できる限り既存壁を有効利用しながら、バランスを考慮した補強案の立案を目指す。

〇 このたびの改修計画により、耐震壁に開口を設けるなど、構造的に不利な部分も存在するが、耐震 

 補強方針としては RC 耐震壁を主たる耐震要素とする強度型補強とする。 

〇 大空間吹抜け上部の屋根面が水平力を伝達できない場合は鉄骨水平ブレースを増設する。 

〇 下階壁抜け柱のうち、軸耐力が不足すると判定された柱については、RC 巻き立て補強を施し、柱

断面積を大きくし、軸耐力の増大を図る。 

〇 正面エントランスからホワイエを抜けて大ホール客席に至る動線を確保しなければならないため、 

この動線上には耐震壁を配置することができない。 

「立面的にも平面的にも耐震壁はバランスよく配置しなければならない」という大前提を満たすこ 

とができない平面プランであることは明らかなので、荷重の伝達や耐震要素の配置を工夫すること 

により、総合的にバランスのとれた耐震補強を目指す。 
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２－２．文化棟構造計画概要 

（１）構造計画概要

１）構造概要

文化棟はエントランス前コンコースエリアの一部に二層吹抜け部分があるが、平面形状、立面形状ともに

整形なプランにて設計されている。

張間方向は２スパン、均等ロングスパンとして計画されており、少し大きめの桁行スパンによる荷重増を

考慮して、鉄筋コンクリート造ではなく鉄骨鉄筋コンクリート造として設計されている。

コア配置計画は南北の両サイドに階段室、EV とともに対象に設けられ、バランスの良い平面計画にて設計

されており、（２）で述べる耐震要素の配置をバランスよく配置しやすいプランとなっている。

         

図 1-1. 文化棟 略伏図 図 1-2. 文化棟 略軸組図 

主架構の構造種別、基礎構造種別は以下の通りである。 

〇 構造種別 １階～最上階 鉄骨鉄筋コンクリート造 

 地下１階   鉄筋コンクリート造  

〇 基礎種別 場所打ちコンクリート杭 2,000φ 杭⾧ 31.1ｍ、29.1ｍ 

２）耐震要素

主柱、大梁に加えて耐震壁が主要な耐震要素として計画されている。

地上階のコアプランが南北対象のため、耐震要素としての耐震壁がバランスよく配置されている。

張間方向がロングスパンのため、鉄骨鉄筋コンクリートの選択がなされたものと推測する。

耐震性を向上させるため、一般的には耐震壁の増設や既設耐震壁の増し打ち補強を行うが、

新たな耐震壁を設けて建築プランが制限されることなく改修計画を進めることができる耐震壁の配置と

なっている。

図 2-1. 地上階の耐震壁の配置 

は原設計時に耐震壁として設定されている壁を示す。 

３）耐震安全性の目標

構造体の耐震安全性の分類は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説」（令和３年版）における

Ⅲ類とする。

具体的には「大地震に対して、人命の安全確保が図られるよう、部分的な損傷は生じるものの、倒壊、部

分崩壊などの大きな損傷は発生せず、著しい耐力低下が生じないようにする。」構造とする。

この目標は現行の建築基準法及び同施行令が要求しているレベルに相当する。

（大地震動とは建築基準法において規定する極めて稀に発生する地震動を指す）

４）準拠基準

本業務仕様書により、以下の諸基準により耐震診断を行う。

〇 尼崎市耐震診断・耐震補強設計業務委託共通仕様書

〇 官庁施設の総合耐震・対津波計画基準および同解説

〇 官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

〇 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・改修基準

〇 建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事

2003 



尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 ２．構造計画概要 ２－２.文化棟構造計画概要 

（２）耐震診断概要

１）耐震診断方針

〇建物のモデル入力は構造設計一貫計算ソフトにて行う。減築後のモデル化入力も同様の手法による。

 建物重量は構造設計一貫計算ソフトにより算出された重量を採用する。 

〇耐震診断結果判定のための構造計算指標を算出するための保有水平耐力計算は増分解析法による。 

〇保有水平耐力算出時の層間変形角は 1/200 時点を採用する。 

〇構造特性係数 Ds 算出時の層間変形角は 1/50 時点を採用する。 

〇コンクリート、鉄筋などの使用材料は原則として設計図通りのものを採用する。さらに耐震診断のため 

 の現地調査により得られた情報を適切に評価し、診断計算に反映させるものとする。 

〇建築プランの改修設計により、既存床スラブに対して新たな開口を設けたり、開口閉塞する場合には適 

切な補強要領を示し、建物のモデル化に反映する。 

２）判定基準

耐震安全性の判定は「官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説」による。

目標値は下記による

・構造耐震指標 GIs＝ ୕୳

（୍・α・୕୳୬)
＞ 1.00 

GIs 構造耐震指標 

Qu 保有水平耐力（KN） 

Qun 必要保有水平耐力（KN） 

・重要度係数 I＝1.0 （Ⅲ類） 

・必要保有水平耐力の補正係数 α＝（αୢ・α୫）

୙
＝ 1.11 

αd 靭性能補正係数 

αm モデル化による補正係数 

U 劣化係数 U＝min（T,Q） T:経年係数 Q:品質係数 

３）耐震補強方針

文化棟の耐震改修は必要な所要諸室の再配置計画と同時に地上 10 階の規模を地上４階に減築する方針で

ある。ことで建物重量を大幅に減少させることにより、地震時に本建物に生ずる地震力を減少させ、耐震

性を確保する。

本建物は耐震壁がバランスよく配置されているため、新たな耐震要素を配置すること

なく耐震性を確保することが可能となる。

⇒ 
5 階から 

上部を減築 

図 3-1. 現状断面図 図 3-2. 減築後断面図 
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LRS6-4-65
3500

1F 500
F465

LRS6-4-65
3500

1F 500
F465

LRS6-4-65
3500

1F 500
F465

LRS6-4-65
3500

1F 500
F465

LRS6-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F

1F

1F

1F 100
SP-23 3000

1F 100
SP-16 3000

1F 100
SP-16 3000

1F 500
A465

LSS1-4-65
3500

1F 500
A465

LSS1-4-65
3500

1F 500
F465Z

LRS6-4-65
3500



[K]

A
T
T

A
T
T

1F 500
Fd441 Z

LRS6CG1A-4-41
3500

AMP L-1-B

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 300
SP-1 3500

1F

1F 500
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

L-1-A,P-1

100
SP-21 3500

100
A423

LSS1-4-23
3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

1F 200
SP- 3500

2F 200
SP-16 3500

2F 200
SP- SP- 3500

2F

2F

2F

2F

2F

2F

2F

2F 200
SP-10 3500

2F

2F

2F 500
SP-16 3500

2F 500
F465

LRS6-4-65
3500

2F 200
SP-16 3500



[K]

A
T
T

A
T
T

2F 100
SP-16 3000

2F 100
SP-16 3000

2F 100
SP-16 3000

2F 100
SP-16 3000

2F 200
SP-16 SP- 3000

2F 200
A465 LSS1-4-65 SP- 3000

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
a17

LRS1-17
3500

2F 200
A465 LSS1-4-65 SP- 3000

RM
L-2-H

2F 200
SP-16 3000

2F 200
a17

LRS1-17
3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

P-2

2F 200
SP-16 3500

2F 200
SP-16 3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
A465

LSS1-4-65
3000

L-2-E

3F 200
SP-10 3500

3F

3F 100
SP-23 3000

3F 100
SP-16 3000

3F 100
SP-16 3000

3F 100
SP-16 3000

3F 100
SP-16 3000

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 100
a08 S1

LDS2-LRS1-08
3500

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

P-3

3F 200
SP-29 3000

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

3F 200
a17

LRS1-17
3500



[K]

A
T
T

A
T
T

3F 200
SP-29 3000

3F 200
a17

LRS1-17
3500

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

L-3-H,LC-1

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

3F 500
SP- 3000

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP-16 3500

3F 200
SP-16 3500

3F 200
SP-16 3500

3F 200
SP-16 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
SP- 3500

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

3F 200
SP- 3500

4F 200
SP- 3500

5F 200
A465

LSS1-4-65
3500

P-5,L-5

6F 200
SP-29 3000

6F 200
SP-29 3000

6F 200
SP-29 3000

6F 200
SP-29 3000



[K]

B1F 200
a17

LRS1-17
3500

B1F 200
a17

LRS1-17
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
a17 S1

LDS2-LRS1-17
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

B1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A464 MP

LSS1MP/RP-4-64
3500

1F 500
F465

LRS6-4-65
3500

1F 200
SP-DL 3500

1F 200
a17

LRS1-17
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
SP-DL 3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

1F 200
A465

LSS1-4-65
3500

2F 200
SP-DL 3500

2F 300
SP-DL 3500

2F 500
F465Z

LRS6-4-65
3500

2F 200
SP-DL 3500

2F 200
SP-DL 3500

2F 200
a17

LRS1-17
3500

A
T
T

3015 



[K]

A
T
T

2F 200
SP-DL 3500

2F 200
SP-DL 3500

2F 100
a08 S1

LDS2-LRS1-08
3500

2F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-SP SP-DL 3500

3F 500
F465

LRS6-4-65
3500

3F 200
A465

LSS1-4-65
3500

3F 200
a17

LRS1-17
3500

3F 200
a17

LRS1-17
3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 200
SP-DL 3500

3F 100
a08 S1

LDS2-LRS1-08
3500

4F 200
SP-DL 3500

4F 200
SP-DL 3500

4F 200
SP-DL 3500

4F 500
SP-L 3500

4F 500
SP-L 3500

4F 500
SP-L 3500

4F 500
SP-L 3500

4F 200
a17

LRS1-17
3500

4F 200
a17

LRS1-17
3500

4F 200
A465

LSS1-4-65
3500

4F 200
A465

LSS1-4-65
3500

4F 200
A465

LSS1-4-65
3500

4F 200
A465

LSS1-4-65
3500

4F 200
A465

LSS1-4-65
3500

4F 200
SP-DL 3500

4F 200
SP-DL 3500

4F 100
a08 S1

LDS2-LRS1-08
3500



[K]

A
T
T

4F 200
SP-DL 3500

5F 200
A465

LSS1-4-65
3500

5F 200
A465

LSS1-4-65
3500

-
3500

-
3500

200
A465

LSS1-4-65
3500
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４.機械設備計画概要（ホール棟）

４−１ 基本方針 

〇 耐震性の確保 

・耐震安全性の分類は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（令和 3 年版）」における次

の分類とする。 

構造体「Ⅲ類」、建築非構造部材「B 類」、建築設備「乙類」 

・新設部分の耐震施工については、「建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版」に準拠する。

〇 省エネルギー性・環境性の確保 

・高効率機器の採用により、環境負荷低減を図る。

４−２ 空調設備計画概要 

４−２−１ 熱源設備 

・熱源機器及び補機の撤去、更新を行う。

・水冷パッケージ用の冷却塔及び冷却水ポンプは撤去のみ行い、更新は行わない。（空冷ヒートポンプ

パッケージエアコンに変更）

・一部中央熱源を個別熱源へ更新するため、吸収式冷温水発生機及び補機の能力見直しを行う。

・温熱源（真空式暖房給湯温水機）及び温熱源廻り補機は撤去のみ行い、更新は行わない。（電気温水

器、ガス給湯器に変更）

４−２−２ 空調設備 

・設計用の屋内外条件は以下とする。

①屋外条件

②室内条件

・空気調和機の撤去、更新を行う。

・リハーサル室系統の空気調和機は空冷ヒートポンプパッケージエアコン（以下 EHP）へ更新する。

・ホール系統の空気調和機は再熱用としてコイルバイパスを見込む。

・水冷パッケージ及びファンコイルユニットは EHP へ更新する。

・全熱交換ユニットの撤去、更新を行う。

・舞台用のベースボードヒーターは残置とし、ベースボードヒーター用温水ポンプは撤去とする。

・空調ダクト及び空調配管の撤去、更新を行う。但し撤去、更新が困難な空調ダクト及び空調配管は残

置とする。残置するダクト及び配管は、参考図（別添）を参考とする。

※以降特記なき「残置」は既設利用とする。

４−２−３ 換気設備 

・換気機器の撤去、更新を行う。但し撤去、更新が困難な換気機器は残置とし、オーバーホールを行う。

・リハーサル室系統、中央監視室・事務室系統用に全熱交換器を新設する。

・中央監視室・事務室系統用のファンフィルターユニットは撤去のみ行い、更新は行わない。

・人員に対する換気量は 30 ㎥/h・人を基本とするが、ホールの換気量は 25 ㎥/h・人とする。

４−２−４ 排煙設備 

・排煙機 4 台のオーバーホールを行う。

４−２−４ 自動制御設備 

・自動制御設備の撤去、更新を行う。

・既設空気調和機用のインバータ盤は自動制御設備工事にて設置しているが、今回の空気調和機更新に

伴いインバータ盤は空調機組み込みへ変更する。

・既存打込配管、露出電線管を使用出来る箇所は利用する。

４−２−５ 共通事項 

・配管材料の想定は以下のとおり。

乾球温度 湿球温度 絶対湿度 相対湿度 比エンタルピー

[℃] [℃] [g/kgDA] [％] [kJ/kgDA]

冷房 日最高 34.6 27.6 ― ― ―

9時 31.2 26.5 20.1 69.4 82.7

12時 33.3 26.7 19.5 59.9 83.4

14時 34.5 26.9 19.4 55.6 84.3

16時 34.4 26.8 19.2 55.5 83.8

暖房 1.7 -0.9 2.4 57.1 7.8

※国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築設備設計基準　令和3年版」神戸地区による

温度 湿度 温度 湿度

[℃] [％] [℃] [％]

ホール、ホワイエ等 26 50 22 40 空調設備：空気調和機

楽屋等 26 成行 22 成行 空調設備：EHP

※設定温湿度は目標値とする。

備考

冷房 暖房

室名

項目 区分 配管材料 規格番号

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452

冷却水管 ステンレス鋼管 JIS G 3448

冷媒管 冷媒配管用被覆銅管

加湿給水管 一般配管 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(VA) JWWA K 116

ドレン管 結露防止層付硬質塩化ビニル管

ダクト 亜鉛鉄板

※5階機械室床上コロガシドレンは配管用炭素鋼鋼管（白）とすること。

機械設備計画概要－１ 4001 
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４−３ 衛生設備計画概要 

４−３−１ 衛生器具設備 

・衛生器具の撤去、更新を行う。

・節水性、清掃性、感染症対策に配慮して選定を行う。各衛生器具設備の主な仕様を下記に示す。

４−３−２ 給水設備 

・給水設備の撤去、更新を行う。給水配管において撤去、更新が困難な配管及び外構廻りの配管は残置

とする。残置する配管は、参考図（別添）を参考とする。

・上水 1 系統給水から上水・雑用水 2 系統給水へ変更する。雑用水の水源は市水とする。

４−３−３ 給湯設備 

・中央給湯方式から個別給湯方式へ更新を行う。既設給湯機器は撤去とする。

・給湯が必要となる流し台には貯湯式電気温水器（20L）を設置する。

・トイレの手洗いには貯湯式電気温水器（3L）を設置する（改修対象外のトイレは除く）。

・シャワーはガス瞬間式給湯器により給湯を行う。

４−３−４ 排水通気設備 

・排水設備の撤去、更新を行う。排水、通気配管において撤去、更新が困難な配管、埋設外部貫通配管

及び外構廻りの配管は残置とする。残置する配管は、参考図（別添）を参考とする。

・建物内は汚水・雑排水分流方式とする。

・各種水槽の清掃は対象外とする。

４−３−５ 消火設備 

・消火設備の撤去、更新を行う。

・スプリンクラー設備において、スプリンクラーポンプ、スプリンクラーヘッド（フレキ含む）、アラー

ム弁、消火用補給水槽、送水口は更新とし、その他設備は残置とする。また、舞台部のドレンチャー

ヘッド、開放型スプリンクラーヘッドは残置とする。

・屋内消火栓設備において、屋内消火栓箱（1 号消火栓）は更新とし、その他設備は残置とする。

・連結送水設備において、放水口及び送水口は更新とし、その他設備は残置とする。

・文化棟に設置されていた消火用補給水槽は減築のためホール棟屋上に設置する。

・電気室、発電機室に設置されているハロゲン化物消火設備は残置とする。

４−３−６ 都市ガス設備 

・吸収式冷温水発生機の能力変更及びガス瞬間式給湯器新設にともない、ガス設備の撤去、改修を行う。 

４−３−７ 共通事項 

・配管材料の想定は以下のとおり。

機械設備計画概要－２ 

場所 名称 機器 付属品等

トイレ 洋風大便器 フラッシュタンク式大便器 温水洗浄便座、擬音装置

小便器 壁掛低リップ型小便器（自動洗浄）

洗面器 アンダーカウンター型洗面器 水石けん供給栓

掃除流し 掃除流し 横水栓

補助便座 ※客用便所のみ

ハンドドライヤー ※一部便所のみ

HCWC ― 多機能トイレパック

給湯室等 流し台 シングルレバー混合水栓 ※流し台は建築工事

項目 区分 配管材料 規格番号

給水配管 一般配管(50A以下) 水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP) JIS K 6742

一般配管(65A以上) 水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP) JIS K 6742

排水配管 一般配管 耐火二層管

硬質ポリ塩化ビニル管（VP） JIS K 6741

通気配管 一般配管 硬質ポリ塩化ビニル管（VP） JIS K 6741

給湯配管 一般配管 一般配管用ステンレス鋼鋼管（SUS304） JIS G 3448

消火配管 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・屋内消火栓 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452

連結送水設備 圧力配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3454

都市ガス配管 一般配管 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452
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４.機械設備計画概要（文化棟）

４−１ 基本方針 

〇 耐震性の確保 

・耐震安全性の分類は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（令和 3 年版）」における次

の分類とする。

構造体「Ⅲ類」、建築非構造部材「B 類」、建築設備「乙類」

・新設部分の耐震施工については、「建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版」に準拠する。

〇 収蔵物保護のための適切の温湿度環境の構築 

・収蔵施設において収蔵物保護を最優先とした恒温恒湿空調を行います。

〇 経済性を考慮した機器の選定 

・イニシャルコスト、ランニングコストのバランスを考慮します。

〇 省エネルギー性・環境性の確保 

・高効率機器の採用により、環境負荷低減を図る。

４−２ 空調設備計画概要 

４−２−１ 空調設備 

・設計用の屋内外条件は以下とする。

①屋外条件

②室内条件

・既設の空調設備は全て撤去し、新設する。

・熱源エネルギーは、信頼性、維持管理性等の観点から電気を採用し、空冷ヒートポンプパッケージエ

アコン（以下、EHP）により空調を行う。

・冷暖切替型を基本とし、適切に系統分けを行う。

・室内機は天井カセット型を基本とする。

・収蔵庫は恒温恒湿 PAC にて空調・換気を行う。恒温恒湿 PAC には電気ヒーター及び蒸気加湿器を組

み込み、恒温恒湿を実現する。加湿は電熱式とする。

・運転は個別リモコンによる制御を基本とし、集中リモコンを 2 階指定管理者事務室に設置する。

４−２−２ 換気設備 

・既設の換気設備は全て撤去し、新設する。

・室用途に応じた換気設備を設置する。

・人員に対する換気量は 30 ㎥/h・人を基本とする。

・居室の換気は空冷ヒートポンプ外調機により行う。

・室面積の小さい居室については、全熱交換器を設置する。

・収蔵庫内の空気質を清浄に保つよう、高性能フィルターを設置する。

・便所、倉庫等は排気ファンによる第 3 種換気とする。

４−２−３ 排煙設備 

・既設の排煙設備は全て撤去とする。

・機械排煙設備は設置しない。

４−２−４ 自動制御設備 

・既設の自動制御設備は全て撤去し、新設する。

・各機器、システムの制御・監視を行う。また、空調設備の集中管理（集中リモコン）を行う。

監視はホール棟中央監視室で行うこととする。

自動制御項目

・収蔵庫、恒温恒湿 PAC 制御、収蔵庫温湿度計測

・空冷ヒートポンプ外調機制御

・空冷ヒートポンプパッケージエアコン集中リモコン制御

・受水槽、雑用水槽水位制御

・排水ポンプ制御 など 

乾球温度 湿球温度 絶対湿度 相対湿度 比エンタルピー

[℃] [℃] [g/kgDA] [％] [kJ/kgDA]

冷房 日最高 34.6 27.6 ― ― ―

9時 31.2 26.5 20.1 69.4 82.7

12時 33.3 26.7 19.5 59.9 83.4

14時 34.5 26.9 19.4 55.6 84.3

16時 34.4 26.8 19.2 55.5 83.8

暖房 1.7 -0.9 2.4 57.1 7.8

※国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築設備設計基準　令和3年版」神戸地区による

温度 湿度 温度 湿度

[℃] [％] [℃] [％]

一般諸室 26 成行 22 成行

収蔵庫 23 55 23 55 温度±1℃、湿度±5％

備考

冷房 暖房

室名

※設定温湿度は目標値とするが、収蔵庫は通常使用時に温度は目標値±1％以内、湿度は目標値の±5％以
内となる設備とする。
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４−２−５ 共通事項 

・配管材料の想定は以下のとおり。

４−３ 衛生設備計画概要 

４−３−１ 衛生器具設備 

・既設衛生器具は撤去、新設とする（改修対象外の便所は除く）。

・節水性、清掃性、感染症対策に配慮して選定を行う。各衛生器具設備の主な仕様を下記に示す。

４−３−２ 給水設備 

・既設の給水設備は撤去、新設とする。既設副受水槽は撤去、更新を行う。撤去、更新が困難な配管、

給水引込管及び外構廻り配管は残置とする。残置する配管は、参考図（別添）を参考とする。

※以降特記なき「残置」は既設利用とする。

・上水 1 系統給水から上水、雑用水 2 系統給水へ変更する。雑用水の水源は市水とする。

・既設の上水受水槽（躯体水槽）は雑用水槽とし、地下 1 階に上水受水槽（FRP 単板）を新設する。給

水方式は上水、雑用水とも加圧給水ポンプ方式とし、地下 1 階に加圧給水ポンプを設置し文化棟、ホ

ール棟の必要各所に供給する。

４−３−３ 給湯設備 

・既設の給湯設備は配管も含め全て撤去とする。

・給湯が必要となる流し台には貯湯式電気温水器（20L）を設置する。

・トイレの手洗いには貯湯式電気温水器（3L）を設置する。

４−３−４ 排水通気設備 

・既設の排水通気設備は撤去し、新設する。撤去、更新が困難な配管、埋設外部貫通配管及び外構廻り

の配管は残置とする。残置する配管は、参考図（別添）を参考とする。 

・既設グリーストラップ（現在未使用）が屋外に埋設されているため、配管を閉塞しグリーストラップ

内はモルタル埋とする。 

・建物内は汚水・雑排水分流方式とする。

・各種水槽の清掃は対象外とする。

４−３−５ 消火設備 

・既設のスプリンクラー設備は全て撤去し、新設する。地下 1 階の機械室は現状スプリンクラー設備が

設置されていないが、設置が必要となるため追加設置とする。 

・屋内消火栓設備において、主管以外は全て撤去、更新とする。屋内消火栓箱は 1 号消火栓とする。但

し、南側立管は配管位置の変更位置が必要となるため撤去、更新とする。

・連結送水設備において、外構廻り配管以外は全て撤去、更新とする。

・減築にともない文化棟の方がホール棟より高さが低くなるため、消火用補給水槽はホール棟屋上に設

置とする。 

・4 階収蔵庫には窒素ガス消火設備を新設する。既設の二酸化炭素ガス消火設備は撤去とする。

４−３−６ 都市ガス設備 

・ガス設備の撤去を行う。文化棟においてガスは使用しないが、ホール棟のガスメーターを 1 階 PS 内

に設置する。

４−３−７ 共通事項 

・配管材料の想定は以下のとおり。

場所 名称 機器 付属品等

トイレ 洋風大便器 フラッシュタンク式大便器 温水洗浄便座、擬音装置

小便器 壁掛低リップ型小便器（自動洗浄）

洗面器 アンダーカウンター型洗面器 水石けん供給栓

掃除流し 掃除流し 横水栓

ハンドドライヤー ※2～4階男女便所

HCWC ― 多機能トイレパック

給湯室等 流し台 シングルレバー混合水栓 ※流し台は建築工事

項目 区分 配管材料 規格番号

冷媒管 冷媒配管用被覆銅管

加湿給水管 一般配管 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(VA) JWWA K 116

ドレン管 結露防止層付硬質塩化ビニル管

ダクト 亜鉛鉄板

ダクトフレキ 消音フレキ1.5m

※収蔵庫PAC、蒸気加湿器のドレンは耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管(HTVP)とすること。

※屋外、室外機ドレンは紫外線対応VPとすること。

項目 区分 配管材料 規格番号

給水配管 一般配管(50A以下) 水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP) JIS K 6742

一般配管(65A以上) 水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP) JIS K 6742

排水配管 一般配管 耐火二層管

硬質ポリ塩化ビニル管（VP） JIS K 6741

通気配管 一般配管 硬質ポリ塩化ビニル管（VP） JIS K 6741

給湯配管 一般配管 一般配管用ステンレス鋼鋼管（SUS304） JIS G 3448

消火配管 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・屋内消火栓 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452

連結送水設備 圧力配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3454

都市ガス配管 一般配管 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452
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